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図5-5物 流業際EDIモ デルのべース
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表5-4物 流取 引に関す る標 準 メ ヅセー ジ

業 務 単 位 情 報 の 種 類 定 義

一定期間において荷送人カミ運送業者に輸送依頼する輸

1)物 流 計 画 情 報 送 品 ・サイズ ・重量 ・到着地 ・荷受人 ・そ の他輸送条

計
計 画

件等を示す情報

2)料 率 表 情 報 重量 ・輸送距離等によって表示された貨物輸送運賃率表

画 3)運 送見積依頼情報
荷送人が指定する輸送について、運送業者に輸送価格

の提示を依頼する情報で見積条件を網羅したもの

見 積
見積依頼の輸送に関する運送業者からの見積回答で、

● 4)運 送見積回答情報
運送価格の他、受注条件を網羅したもの

5)集 荷 依 頼 情 報 荷送人が運送業者に輸送品の引取りを依頼する情報
契
集 荷 依 頼 運送業者が、集荷依頼に対して受諾もしくは拒否する

6)集 荷 請 情 報
旨の意思表示である

約
個別輸送契約を成立させようとす る輸送申込み情報で、

輸 送 依 頼 7)運 送 依 頼 情 報 輸送品 ・サイズ ・重量 ・到着地 ・荷受人その他運送条

件等を記載した荷送人から運送業者への意思表示

運送業者が荷送人から輸送品を受領した事を確認する
集 荷 8)集 荷 確 認 情 報

情報

集

9)着 荷 予 定 情 報'
運送業者が輸送品の荷受け人への到着予定を表示する

荷
情報

荷送人、荷受人が運送業者へ輸送品の所在、到着予定
輸送状況確認 10)運 送問い合せ情報

● 等の問い合せをする情報

運送業者が、荷送人、荷受人の問い合せ情報に対 して

輸
11)運 送 回 答 情 報

回答する情報

送
着 荷 12)着 荷 確 認 情 報 荷受人カミ輸送品の受領 したことを確認する情報

運送業者が輸送品を荷受人が受領したことを荷送人に
完 了 報 告 13)運 送完了報告情報

通告する情報

検 14)運 送 請 求 情 報
運送業者が、荷送人に輸送品の運賃等の支払を請求す

収 る情報

請 求 ・支 払
支 荷送人が運送業者に輸送品の運賃等の支払金額とその

払
15)運 送 支 払 情 報

方法を通知する情報

送 り状:荷 送人が輸送品 ・サイズ ・重量 ・到着地 ・荷受人 ・その他輸送条件等を記載 し、運送業者に

交付する書面
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(2)処 理概要

① 現 状

保管業務及び配送業務を村田製作所殿電算機により出力される、出荷指示書を

もとに行っており、運送依頼情報という物はなく、ルート別の配送車に積み込み

を行う時点でないと、配送量が把握できず、配車調整は夕方行っている。

② トライアル

・ 出荷 デー タに もとず き、納入先別オ ーダーの容積 ・重量 を付加 した、運送依

頼情報 を作成す る。

・ 村 田製作所 にて運送依頼情報をCIIト ランス レー ターを使 用 して変 換 を行

い、IBMNMSへ 送信す る。

・IBMNMSで は受信 したデータを即 時に富士通FENICSへ 再送す る。

・CIIト ランス レーターで変 換 され たデータを、富士 通FENICSVANで 受信

す る。

・FENICSでCIIト ランス レー ターを使用 して再変 換を行 う。

・ 日本 ロジテ ムでは、FENICSよ り変換 されたデ ータを受 信す る。

・ 受信デ ータの編集処理 を行い運送依頼情報を入手す る。

・ 運送 依頼情報 を もとに、各種 帳票 を作成 し、配車調整等に利用す る。

(3)業 際EDIパ イ ロ ヅ トモデル システム概要

① トライアル対象

トライアル の対象:

荷 送 人 事 業 所:〔 ㈱村 田製作所 営業本部 ・東 日本地 区営業所〕

運 送 依 頼 対 象 品 種:〔 電子部品(セ ラ ミックコンデ ンサ等)〕

運 送業者対象事業所:〔 日本 ロジテ ム㈱ 横浜営業所〕

対 象EDI化 範 囲:〔 東 日本地区への出荷指示 デ ータ100%〕

② トライアル実施期 間

1992年12月21日 ～1993年2月26日

③ システム形態 と標準 メ ッセージ

図5-6お よび表5-5を 参照
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表5-5使 用標 準 メ ッセージデータ項 目一覧表

項 目Nα 項 目 属性(桁 数) 内 容 繰返数

001 デ ー タ 処 理Nα 9(5) 1か ら連番

002 情報 区分 コー ド X(4)
"2101"

003 デ ー タ 作 成 日 9(6) =デ ー タ送信 日(シ ステム 日付)

009 訂 正 コ ー ド X(1)
"1"
、 新 規 の み

502 出 荷 指 示 番 号 X(20)
配達指示書の伝票Nαに相当。

「月1桁+日2桁+デ ータ処理Nα5桁 」

506 荷 送 人 コ ー ド X(12)
"108710"EIAJ統 一 企 業 コ ー ド

515 運 送業 者 コー ド X(12)
"ロ ジ テ ム"

518 荷 受 人 コ ー ド X(12)
㈱村田製作所の得意先 コー ド(将 来はEIAJ統 一

企業 コード)

524 荷受人部門コード X(10) 納入場所

525 納 品 指 定 日 9(6) 納品日付(出 荷日+配送期間を稼働日計算)

526 納 品 指 定 時 間 9(4)
納品指定時間。納入指定時間が"ブ ランク"の時は

最終16時 とす る。(1600)

530 輸 送 品Nα X(15) ㈱村田製作所の管理Nα(7桁)+分 納回数(2桁) 50

532 輸 送 品 品 番 X(25) 発注者品名コー ド 50

533 輸送品注文番号 X(23) 注文番号 50

536 輸 送 品 容 積 9(5)V9(4) 単位はm3。 小数点以下4桁 。整数部5桁 。 50

537 輸 送 品 重 量 9(7)V9(2) 単位はkg。 小数点以下2桁 。整数部7桁 。 50

539 輸 送 品 数 量 9(9)V9(3) 出荷指示数 50

540 輸 送 品 箱 数 X(9) 梱包数=外 装 ラベルの枚数 50

④ デ ータ伝送 状況

・CIIト ランス レー ターの使用状況

村 田 製 作 所 ス ター リングソフ ト社製

日本 ロジテム 富士通 製

・ 本番期 間:1993年1月18日 ～2月26日 合計30回

伝送 時間

1ト ランス レーター変換

ll送 信側(村 田→NMS)AM7:00～

mVAN間 伝送NMS受 信後ただ ちにFENICSへ 送信

N受 信側(FENICS→ 日本 ロジテム)AM9:00～

(受 信30分 、編集処理10分)

9分 程度

7分 程度

14分程度

40分程度
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表5-6 データ伝送状況(明 細)

月 日
東京DP拠 点

(256バ イ ト)

本社事務センター

(9500バ イ ト)

CII

(251バ イ ト)

CII

処理時間

村田－
NMS

NMS-

FENIX

送り込み
時 間

1/18(月) 3,795(件) 446(件)
・ L447(件)

(分)9 (分)5 (分)8
07:08

19(火) 4,646 503 1,764 12 7 10 07:10

20(水) 6,816 557 2,430 11 9 14 07:13

21(木) 5,094 510 1,907 10 7 13 07:13

22(金) 5,344 526 1,965 13 7 14 07:14

25(月) 4,708 513 1,772 10 7 10 07:10

26(火) 3,143 423 1,244 13 5 10 07:10

27(水) 3,676 418 1β99 8 5 11 07:11

28(木) 3,672 434 1,405 8 5 8 07:08

29(金) 11,352 694 3,921 17 15 23 07:23

2/1(月) 6,064 576 2,243 12 8 13 07:13

2(火) 4,913 497 1,856 11 7 12 07:12

3(水) 4,533 495 1,718 10 6 10 07:10

4(木) 5,834 555 2,159 12 16 14 07:14

5(金) 5,161 506 1,929 17 7 13 07:13

8(月) 3β70 479 L508 9 1 9 09:37

9(火) 4,988 536 1,891 11 7 11 07:ll

10(水) 4,057 462 1,552 9 7 16 07:16

12(金) 3,353 418 1,303 8 5 7 07:07

13(土) 7,120 595 2,574 12 10 16 07:16

15(月) 4,088 444 1,552 9 1 15 09:22

16(火) 7,810 895 3,004 26 11 17 07:17

17(水) 3,649 468 1,437 10 12 8 07:08

18(木) 4,669 504 1,770 15 7 11 07:11

19(金) 6,343 566 2,322 13 .

　

9 15 07:15

22(月) 4,545 518 1,740 10 0 15 09:21

23(火) 8,233 978 3,183 21 12 19 07:19

24(水) 4,381 480 L678 10 6 12 07:12

25(木) 4,332 462 1,637 11 6 10 07:10

26(金) 10,825 711 3,764 16 16 21 07:21

合 計 161,014 16,169 60,074
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・ データ伝送件 数

1運 送依頼 デ ータ件数(村 田製作所 社 内フ ォーマ ッ ト)

期 間合計件数161,014件

平 均

最 大

5,367件/日

11,352件

皿CIIフ ォーマ ッ トでの伝送件数(村 田→NMS→FENICS)

期間合計件数

平 均

最 大

60,074件

2,002件/日

3,921件

皿 受信件数(FENICS→ 日本 ロジテ ム)

期間合計件数161,014件

平 均

最 大

5,367件/日

11,352件

⑤ 出 力 メニ ュ ー

・新規作成 帳票 ル ー ト別 得意先別 出荷量 一覧表 ス トックホーム40枚/日

ル ー ト別 配送量一覧表 ス ト ッ ク ホ ー ム 1枚/日

ルー ト別得意先別 ピヅキ ングリス ト ス トッ クホ ー ム550枚/日

EDI(村 田)デ ータ受信10
EDI(村 田)デ ータ再編集11
ルー ト別得意先別 ピッキングリス ト12
ルー ト別得意先別出荷量一覧表13

ルー ト別配送量一覧表14

JBl

Jしssys

納入先マスタ登録
ルー トマスタ登録

納入先マスター覧出力(ル ー ト順)

図5-7出 力 メ ニ ュー

一91一



・出力 タイ ミング:デ ータ受信後編 集処理 を行 い出力

※ルー ト変 更を行 う場合は、再度編集処理 を行 う。

・出力 メニ ュー(図5-7)

5.3.1.3総 合評価 と今後の課題

(1)総 合評価

①CIIト ランス レー ターを使え ることが確認 で きた。

② 運送 依頼情報につい ては、標準 メ ッセ ージデ ータ項 目(ト ライ アル版)を 利 用

す ることで十分で あった。

③ 標準 メ ッセージ交換 は、手作業に よる運送 依頼業務 の 自動化を推進で きると と

もに情報伝達を進め る ことができた。 この プ ロセ スにおいて、荷送人側に梱包情

報(重 量、容積、箱数)デ ー タベ ースを構築 した。 これ を、配車計画に使 える可

能性が ある。

④EIAJ標 準 メ ッセー ジ利用 の拡大 に よ り、共 同配送 への展 開が考 え られ る。

⑤ 効果面 では、総合 的見地 に立 った荷送人 ・運送業者双方 か らの観点 が必要 とな

る。 また 、物流EDI化 の効果を判 断す る上で必 要 とな る発生費用 の うち、主な も

の として以下 の よ うな費用項 目がある ことが確認 で きた。

荷 送 人 運 送 業 者

アプ リケーシ ョン 発 生 費 用 アプ リケーシ ョン 発 生 費 用

自 動 出 荷 ソフ ト開発費 運送依 頼受信 ソフ ト開発費

(デ ー タ切 り出 し) (フ ォ ー マ ッ ト変 換 、

受信)

運送依 頼送信 ソフ ト開発費 通信費

(運 送 依頼 メ ッセ ージ

作成、梱包情報マス 配 車 計 画 ソフ ト開発費

タ ー 、 フ ォ ー マ ヅ ト (物量計算、各種マス

変換、送信) ター登録)

通信費

送 り状 出 力 ソフ ト開発費

(2)今 後 の課題

① 物流EDIを 推進 してい く上で、 さらに運送 依頼情報 の評価検 討を継続 して行 う

必要 があ る。

② トライアルでは、検 討中 の標 準 メ ッセ ージの 内限定 した メ ッセ ージを使用 した

が、適用す る標 準 メ ッセージの拡大 が課題 で ある。
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③ トライ アル では、荷送 人 一連送業者 間が対象 で あったが、荷送人 一 連 送業 者

一 荷受人 まで一貫 した トライアルを行 うことが課題 である
。

④EDI情 報 と現物 とを一致 させた システ ムを構築 す るためには、標準物流 荷 札 の

検討 が必要 で ある。

⑤ トライ アルは 、現状 の取 引関係にあ る限 られ た運送 業者 との間 で行われ たが、

今後 は、物流 業界 と共 同 した物流EDIの 検討が課題で ある。

⑥ 物流EDIを 実施す ることに よ り、業務負担、 コス ト負担が荷送 人/運 送業者/荷

受人 間で移管 され る場合 も生 じることに注意 しなが ら トータルメ リッ トを求め て

い く必要 があ る。

5.3.2流 通業界 における実験概要

5.3.2.1目 的

流通EDIは 現 在、各業界(加 工食品、菓 子、日用雑貨 な ど)毎 に固定長デ ータフ ォー

マ ッ トで普及過 程 に ある。一方、産業界 におけ る一層 の進展や事業の拡大に よる業 際

化、 国際化 の波が押 し寄 せてい る。

これに対応 して、通産 省が国内の業際EDI標 準 としてCIIシ ンタ ックスル ール の 推

進を 図って お り、 また国際的にはUN/EDIFACTが 国 際標 準 として登 場 して きて い

る。 これ らは、 いず れ も可変長 デ ータフ ォーマ ッ トに よる標準EDIシ ンタ ックスル ー

ルで ある。さらに、国際EAN協 会(JANバ ー コー ドの国際機関)が 国連欧州経済委員

会か ら委託を受け て、国際EDI標 準であ るUN/EDIFACTの 流通業用標 準 メ ヅセ ー ジ

(EANCOMと い う)を 開発 してい る。

この ような背景 の もと、本調 査研究(実 験)で は、流通業 におけ るCII標 準 の適 用

性 の評価を実施す る。

本 実験 では 、 まず 、 業 界標 準(固 定 長 フ ォーマ ッ ト)とEANCOMを 比 較 し、

EANCOMに もとづ きデ ータ項 目を整理 し、そのデ ー タ項 目にCII標 準 の タ グNαを 付

養す る ことで、CII標 準 とUN/EDIFACTの 互換 性 を 確保 す る。 そ して、 開発 した

CII標 準に よる標 準 メ ヅセ ージと業界標準 との間の メ ッセージ変換 システ ムの開 発 ・

運用 に よって、 トランス レータを含む変換 システムの有効性 や問題点な どを明 らかに

す る。

この ような方法 で現行 の固定 フ ォーマ ッ トに対応 したCII標 準 メ ッセージを試 作 す

る ことに よ り、相互 のメ ヅセージの整合性、適用性が検証 され る。
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なお、 メヅセージ変換 の際には、い ったんEANCOMの 標準 メ ッセージを考慮 して

変換す るので、国際的EDI標 準 との整合性 も評価 で きる。

最後 に流通業全体 のEDI標 準 メ ッセージ開発に対す る方 向性 の確立 とい う面 で、 本

実験が一つ のモデル とな り、今後 、 よ り拡張性 、 普 及性 の高 いEDIを 構築 して い く

ベースとな ることが期待 され る。

5.3.2.2実 験 システムの適用範 囲

流通業におけ る受発注業 務 は

① 小売業←→卸売業 間 の受発注業務

② 卸売業←→商 品 メーカ三 間 の受発注業務

の2つ の形態が考 え られ る。

小売業←卸売業間の受発注 システ ムは、

a.オ ンライ ン接続相手 の企業数 が多 い(例 えば、大手GMSで3千 ～4千 社)

b.オ ンライ ンで受発注 を行 う際の トランザ クシ ョン量が非常に多い。

c,勘 定系 のシステムにつなが ってい る。

な どの特徴 がある。そ のため、実験 システ ムを構築 す る際には、

イ.多 数 の取 引先 の中の1社 のデ ータを取 り出すため、運用が複雑 となる。

ロ.日 次処理 の トランザ クシ ョン数が多 く、勘 定系 ともシステム的に リンクしてい

るため、 トラブルが発 生す る と影響が大 きい。

ハ.実 験 システ ムのための システム変更 コス トと実験予算 のバ ランスの確保 が難 し

い 。

な どの問題 を生 じるため、特 に小売業側 の実験協力 を得 る ことが難か しい。

卸売業←→商品 メーカー間 は、小売業←→卸売業 間に比較す れば、取引先数 も少な

く、 トランザ クシ ョン量 も相対 的に減少す るため、卸売業 者、商品 メーカーともに協

力を得やすいため、今回 の実験 システ ムは、卸売業 ←→商品 メーカー間で行 うことと

した。

〈実験参加企業〉

以下 の企業の協力を得 て実験 を行 うこととな った。

O卸 売 業 ……㈱ サ ンエス(菓 子卸売業)

oメ ーカー……明治製菓 ㈱(菓 子、加工食 品 メーカー)

(㈱ 明治情報 システムセ ンター)
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5.3.2.3基 本 方針

(1)本 調査 研究の対 象

o対 象業態 一 卸売業←→ メーカー

O対 象業界 一 菓子業界

O対 象 データ交換 フ ォーマ ヅ ト ー 菓 子業界標準デ ータ交換 フォーマ ッ ト

O対 象 メ ヅセージ 一 髪発注、請 求、支払

(2)本 調査 研究 の基本方針

o既 存 システ ムや運用 に与 える影響 を最小限に抑 えて、CII標 準 の適 用方 法 を 実

証す る。

○ 現行 データ交換 フ ォーマ ッ トを、そ のままCII標 準 に適用 で きることを確 認 す

る。

o流 通業標準 メ ヅセージは、 国際EDI標 準であ るUN/EDIFACTの 流通EDI標 準

メ ヅセージ案 のEANCOMを 参考 に、CII標 準用 メ ヅセー ジを開発 す る。

O実 験協力業 の業務 に支障を及ぼ さない。

5.3.2.4Cll標 準 とUN/EDlFACTの 互換性確保の条件

(1)互 換性確保の条 件

菓 子VANの 標 準 フ ォーマ ヅ ト(固 定長)は 、受発 注、請求、支払 の3種 類 が存在

す る。また、UN/EDIFACTの 流通業用標準 メ ッセ ージ(EANCOM)は 、受発注、

請 求、支払 も含 め11種 類存在 す る。

しか し、CII標 準 で作成 され た流通業用標 準 メ ッセ ージは存在 しない。 した が っ

て、EANCOMの 標準 メ ッセ ージか らCII標 準に よる流通業用標準 メ ヅセ ー ジの開

発 は可能で あるが、CII標 準 に よる流 通業 用標 準 メ ッセ ー ジは存 在 しな いの で、

CII標 準 の流通業用標準 メ ヅセージを もとにEANCOMの デ ータ項 目を検 討 す る こ

とは不 可能であ る。

したが って、 まず菓 子VANの 標準 デ ー タ フ ォーマ ヅ トの デ ー タ項 目を も とに

EANCOMの デ ータ項 目の どれに該当す るかを検討 し、EANCOMの デー タ項 目を、

菓子VANの 標準 デ ータフ ォーマ ッ トのデータ項 目を もとに整 理 し、 デ ー タ項 目を

もとにCII標 準用 デ ータ項 目を と りまとめ 、そのデ ータ項 目ごとにCII標 準 のデ ー

タタ グNαを付香 して、作成 したCII標 準 に よる標準 メ ッセージに よ って 、CII標 準

とEANCOMの 互換性 は確保 され る こととな る。
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① 菓子VAN標 準デ ー タフ ォーマ ッ トのデ ー タ項 目
を もとにEANCOMの デ ー タ項 目を整 理す る。

ー

q⊃
O
ー

③ ② ① ②整理 されたEANCOMの データ項 目をもとにC
II標 準 のデ ー タ項 目を作成す る。

.③CII標 準 のデー タ項 目にデー タ タグNoを 付養する
。「'

,

CII標 準、 流通業 用標準 メ ッセ ー ジ EANCOM標 準 メ ッセ ー ジ 軒VA順 準デ一夕フォーマフト

CII標 準

データタグ

CIIデ ー タ項 目 EANCOM(受 発 注)

セグメントタグ&データエレメントデータ 値

菓 子VANデ ー タ
項 目(受 発 注)

一

20101

20102

20103

20正04

20105

20106

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー

デー タ処理番号=

メ ッセ ー ジ ・バ ージ ョン番 号

メ ッセー ジ ・リリー ス番 号
管理 機関 コー ド
協 会 コー ド

メ ッセ ー ジ ヘ ッ ダー:UNH

メ ッ セ ー ジ ・リフ ァ レ ンス ナ ンバ ー

メ ッセ ー ジ ・タ イプID:ORDERS

メ ッセ ー ジ ・バ ー ジ ョンm:1

メ ッセ ー ジ ・リ リー スNα:01

管 理 機 関 コー ド:DT*ド ラ フ トを 示 す 。

協 会 コ ー ド:DCC*流 通 システム開 発 セン外

=
CII:ト ラ ンス レー タが 自動 作成

一

20201
20401

伝 票 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー

磨 ヅ作成日

メ ッセ ー ジの初 め:BGM
ドキ ュメ ン ト名 コー ド:105*発 注 書
ドキ ュメ ン ト番 号
暦 日:YYMMDD

一票N
α

一
_

リフ ァレ ンス:RFF

参 照 コー ド:ZZ*当 事者 間で の取 り決め参 照 番号 工
一

20301

参照情報 ・ヘッダー

工

一

20304
20302

参 照情報 ・ヘ ッダー

一票
メ
.メ

リフ ァ レンス:RFF
参 照 コー ド:CR*顧 客参照 番号 一 琶

メ、

、2≦参照番号*伝 票区分*店 入直送区分

一

20203
20407

参 照 情 報 ・ヘ ッダ ー

一票N
o

-《 型5
、

「「.

リフ ァレンス:RFF
参 照 コー ド:IV*送 り状 コー ド
参 照 番号
暦 日

一

20501

20502

取 引先 清報 ・ヘ ッダー

'§ コ ー ●

'
.量 一

名前 と住所:NAD
相手 を限定するコー ド:BY*購 入者
相手先識別 コー ド
名前:住 所ライン

'言 コ
ー'

=

図5-8CII標 準 とUN/EDIFACT(EANCOM)の 互換性 を確保 す る方法



この よ うに、CII標 準の標 準 メ ヅセー ジを開発すれば 、菓 子VANの 固定 フ ォー

マ ッ トは、CII標 準 あるいはUN/EDIFACTの どち らの標準 メ ッセー ジに も、CII標

準 あるいはUN/EDIFACTの トランス レータを利 用す ることに よ り、CII標 準 に も

UN/EDIFACTに も相互接続が可能 とな る。(図5-8参 照)

(2)CII標 準の流通業用標準 メ ッセージ開発 の順序

① 菓 子VAN用 標 準 デ ータ フ ォーマ ッ トの デ ー タ項 目がEANCOMの 標 準 メ ッ

セ ージのデ ータ項 目に該 当す るか を検討 し、EANCOMの 標準 メ ッセー ジの デ ー

タ項 目を必要な もののみに整理 し、そ のデータ項 目を もとに、CII標 準 用 の デ ー

タ項 目を作成 す る。

② そのデータ項 目を もとに、各 デ ー タ項 目に、CII標 準 の タ グNαを付 養 して 、

CII標 準に よる流通業用標 準 メ ッセ ージを作成す る。

菓 子VAN標 準 フt-一 マ ッ ト

データ

交 換

CII標 準

トランスレーター

UN/EDIFACT

トランスレーター

CH標 準流通業用

標 準 メ ッセ ー ジ

Cll標 準/EDIFACT

の 相 互 変 換 が 可 能

データ

交 換

EANCOM

標準 メ ッセー ジ

CII標 準

トランスレーター デ

ー

タ復

元

デ

ー

UN/EDIFACT

トランスレーター

復

元

タ

オ

ン
ラ
イ

ン
デ
一
夕
交
換

菓 子VAN標 準 メ ッ セ ー ジ

図5-9互 換性 を保 って開発 したCII標 準 に よる流通業用標 準 メ ッセージ と

EANCOM(UN/EDIFACT)の 標準 メ ッセージを利用 した場合 の

オ ンライ ンデー タ交換
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5.3.2.5実 験概要

CII接 続実験 を㈱ サ ンエス、㈱ 明治情報 システムセ ンター間で、請求 ・支 払 ・受発

注 の3種 の実際 の生デ ータを用いて行 った。

実験 内容 は、

① 明治か らサ ンエスへの請求デ ータ

② サ ンエスか ら明治への支払デ ータ

③ サ ンエスか ら明治への受発注デ ータ

であ った。

実験 は成功 し、CII変 換 デー タも受信元 で完全 にオ リジナルデ ータに復 元で きた。

一般 的にはCII可 変長 メ ッセージを用いた場合
、固定長に比べ てデ ータ圧縮 効果 が

期待 されるが、本実験た よ り受発注 メ ッセ ージではそ の効果がほ とん どなか った こ と

が判 明 し、それ らにつ いて貴重 な示唆を得 ることができた。

(1)実 験環境

株 式会社 サ ンエス 明治製菓株式会社

5F

ホ ス ト コ ンピュー ターAS/400ホ ス ト コ ンピュー ター

買掛'経 理 菓 子 売掛金

業務 システ ムVANシ ス テ ム

全 銀 手 順

5250手 順9.6KbpsLAN

フ ァイル転送

6F

パ ソ コ ンパ ソコ ン

PC98NAps/55

固 定長 一一可変 長CIIト ラ ンス

変換 レ一夕ー

支払デ ータ ー

受発注 デーク ー

CIIシ ン クックスルール∫B

試 作 可変長 フォーマ ッ ト

図5-10

〔CII変 換 モー ド〕

〔通信手帳〕

〔通信速度〕

〔ハ ー ドウ エア〕

CIIト ラ ンス 可変 長一一固定長
レ一夕ー 変換

公 衆 回線 ← 請 求デー タ
CIIシ ン タックスルール用

J手 順 試作 可変 長 フt_マ ッ ト

2.4Kbps

実験システム構成

通常、非透過、拡張

JCA

2400bps

NECPC9800NA
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(2)処 理手順

菓子VANオ リゾ ナルフγイル

1
'、

タ'ウンロード,

、'

1

菓 子VANダ ウンロート'・フ7イル

〔前処理:

順変換用CII中 間 ファイル

1
'、

順変換
、 り

トランスレータ

(ctcOO200)

1

送信CH標 準メッセザ フγイル

1
'「

送 信
、 ノ

'、

受 信
、」J

l

受 信CIl標 準 メッセーゾ 元7イル

1
'、

逆変換
Lノ

トランル 口少

(ctcOO800)

1
①

IBMBS150サ ンエ ス(実 験1)

IBMPS55サ ンエ ス(実 験2,3)

処 理 手順 を 以下 に示 す 。

[ホ ス ト:固 定長;請 求 、支払 、受発注 メッセー ジ]

・ デ ータ の ダ ウ ンロー ド(ホ ス ト→ パ ソ コ ン)

[パ ソ コ ン:可 変長;MSDOSフ ォー マ ッ ト]

・オ リジナルデータを トランスレータが処理可能 な

中間フ ァイル形式 に変換

→不要改行 コー ドの削除(1メ ッセー ジ1レ コー ド)

→ トレー ラレコー ドの移動(コ ントロールレコードの前)

→ トランスレータ用ヘダーの付加

→ 明細行の分解(1明 細行2伝 票→1明 細行1伝 票)

→1伝 票1レ コー ドに変換(受 発注データのみ)

[パ ソコン:固 定長;MSDOSフt－ マ ッ ト]

・中 間 フ ァイル形 式 か らCII標 準 メッセー・:1'への 変 換

[パ ソコ ン:可 変 長;CIIメ ッセ ー ジ ・フx－ マ ッ ト]

[パ ソ コ ン:可 変 長;CIIメ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ ト]

・CII標 準メッセージか ら中間 ファイル形式への変換

一99一



[パソコン:固 定長;逆 変換後]

・中間ファイル形式 か らオ リジナルデー タを復元

[パ ソ コ ン:可 変長;復 元 した ダ ウ ンロー ド・フ ァイル]

(3)CIIメ ヅセージ変換上 の設定 、処置

①CII標 準 メ ッセージの作成 と変換上 の基本方針

前回提 出の中間報告TRNOO8の 添付資料3、4、5の 菓 子業 界 メ ッセー ジ試案

に従いCII標 準 メ ッセ ージ作 成 し、 トランス レータの変換 テ ーブルを設定 した。

また、変 換対 象はオ リジナル固定長 メ ヅセ ージの コン トロール ・レコー ドと ト

レーラー ・レコー ドを含む全 レコー ドと した。

本来、 コン トロール ・レコー ドと トレーラー ・レコー ドは固定長の伝送 上の情

報 であ りCII標 準 メ ッセージでも別途作成 され るため不必要 であるが、初 め ての

実験 とい うこ とで これ らも変換対象 と した。

② メ ヅセージグル ープ ・ヘ ッダーのパ ラメータ設 定

変換 モー ド:通 常、非透過、拡張

受信者、発信者 コー ド:中 間フ ァイル よ りトラ ンレータが 自動的に設定。

そ の 他:状 況に応 じ適宜設定。

③ 符号付 き数値(S9属 性)の 処理

菓 子VAN固 定長 メ ヅセー ジは請 求支払金額 が符号付 き数値 とな って い るが、

CIIの 規定でサ ポー トしてないため トラン レータは数値 と して扱 うこ とが で きな

い 。

このため、10桁 の文字 と して扱い変換 した。 これ に よ り、数値 として扱 うのに

比べてスペース分が余 分なデ ータとな る。
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5.3.2.6接 続実験

(1)実 験結果

実験結果 、ダ ウン ロー ド ・フ ァイル と復元 フ ァイル の比較 を行 い、 メ ッセージが

完 全に復 元 され てい ることを確認 した。実験結果 を表5-7に 示す。

表5-7接 続 実験結果(一 部)

一 一

,一_一=一___、

亮 理 処理時間

　

　

フ ァイル サイズ 備 考

菓子VANオ リヅナル・フγイル 580,864バ イト 2269レ コートo(1レ コート'=256ハ'イ ト)

菓 子VANタ'ウ ンロード ・フ7イル 523,169パ 朴

前処理 20秒 ↓ NECPC9800NA(明 治 側)

↓ 順 変換 用Cll中 間フ7イル 535,194バ イト

順変換 3分3秒 ↓ NECPC9800NA(明 治 側)

↓ 送 信Cll標 準フ7イル 440,756'、'イ ト

通 信 35分34秒 ↓ JCA2400bps

↓ 受 信CII標 準フ7イル 440,832バ イト

逆変換 4分58秒 ↓ IBMBS150(サ ンエス側)

↓ 逆 変換Cll中 間フ7イル 535,194ハ'イ ト

後処理 約40秒 ↓ lBMBS150(サ ンエス側)

復 元 菓 子V州 タ'ウンo一ド ・フ了イル 523,168∫ 、'イト

合計 44分35秒
Ill,…3."s3・i"・,

t.,一,
一

,s

処 理 処理時間 ファイル サイズ 備 考

菓子VANオ リゾテかフTイル 31,448パ 朴 123レ コード(1レ コード ・2561、'イ ト)

菓 子VANタ'ウ ンo一ド ・フ7イル 23,915バ イト

前処理 3秒 ↓ IBMPS55(サ ンエス側)

↓ 順変換用Cn中 間フγ価 29,109ハ'イ ト

順変換 13秒 ↓ IBMPS55(サ ンエス側)

↓ 送信Cll標 準 フ7イル 14,809バ イト

通 信 1分13秒 ↓ JCA2400bps

↓ 受 信Cl1標 準 フ7イル 14,848バ イト

逆変換 7秒 ↓ NECPC9800NA(明 治 側)

↓ 逆 変換Cll中 間 フγイル 29,070ハ'イ ト

後処理 2秒 ↓ NECPC9800NA(明 治 側)

復 元 菓 子VANダ ウンo一ド ・フ7イル 23,914∫ 、'朴

合計 1分38秒

注①

注①,③

②

②

注

往

往③

注①

注①,③

②

②

往

往

注③
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表5-7接 続実験結果(一 部)(続 き)

1

-'1・ ヲ,1・"撒1

処 理 処理時間 ファイル サイズ 備 考

菓子VANオ リジナか フ丁籾 18,944'、'イ ト 74レ コード(1レ コード ・256ハ'イ ト)

菓 子VANタ'ウ ンロード ・フ了イル 14,404パ 朴

前処理 2秒 ↓ 1BMPS55(サ ンエス側)

↓ 順変換用CII中 間乃イル 24,779バ イト

順変換 13秒 ↓ IBMPS55(サ ンエス側)

↓ 送 信CIl標 準 フ7イル 18,574ハ'イ ト

通 信 1分32秒 ↓ JCA2400bps

↓ 受 信CIl標 準 フγイル 18,688'、o朴

逆変換 6秒 ↓ NECPC9800NA(明 治 側)

↓ 逆 変換CII中 間 フ7イル 24,038'、oイ ト

後処理 1秒 ↓ NECPC9800NA(明 治 側)

復 元 菓 子VANタ'ウ ンo一ド ・フ7イル 14,404バ イト

合計 1分54秒

注①

注①,③

注②

注②

注③

(注)① 菓子VANオ リジナル ・フ ァイル とダ ウンロー ド・フ ァイルのサイズの相違

ホス トか らパ ソコンに フ ァイルを ダウンロー ドした とき、 フ ァイルサイズが縮 小す

るのはフ ァイル転送 ソフ トがMSDOSフ ァイルにす るとき レコー ドの後 ろのスペ ー ス

を削除 して しま うためで ある。 これに よ り、 ダ ウンロー ド ・フ ァイルは レコー ド長 の

それ ぞれ異な る可変長 フ ァイル となって しま う。

②CII受 信 フ ァイル と送信 フ ァイルのサイズの相 違

CII受 信 フ ァイルが送 信 フ ァイル よ りサイズが大 きいのは、JCA手 順 の規 定 に よ り

最終 レコー ドで256バ イ トに満たな い場 合、通信 ソフ トが後 ろにNULLコ ー ドを追 加

す るためであ る。

③ 菓 子VANダ ウンロー ド ・フ ァイル と復元 フ ァイルのサイズの相違

菓 子VANダ ウン ロー ド ・フ ァイ ル と復 元 フ ァイル が1・ ミイ ト異 な るの は1A

(フ ァイルエ ン ド)コ ー ドの差で ある。

④ 処理時間について

前処理、後処 理、順変 換、逆変換 の処 理時間 は実験に使用 したハー ドウ ェア(CPU

等)に よ り差 が生 じる為、 あ くまで も参考値 であ る。

5.3.2.7結 果 のまとめ

実験結果 を処理時 間 とデ ータ圧縮率 でま とめた ものを表5-8に 示す。

ここで、 オ リジナル固定長 とはホス ト上 に存在 す る菓 子VANオ リジナル ・フ ァイ
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ル の こ とで あ り、CIIメ ッセ ー ジ とは送 信CII標 準 フ ァイル を 示 す 。

表5-8結 果 のまとめ

実 験No.1 請求

処理時間 オ リジナル固定長 46分51秒

CIIメ ッ セー ジ 44分35秒 短縮率 95%

デー タ圧縮 オリジナル固定長 580,864ハ'イ ト

タ'ウンo一ト∵ フYイル 523,169ハ'イ ト 圧縮率 90%

ClIIメ ッ セ ー ジ 440,756ハoイ ト 圧縮率 76%

実 験No.2 支払

処理時間 オリジナル固定長 2分34秒

CIIメ ッ セ ー ジ 1分38秒 短縮率 64%

デー タ圧縮 オリジナル固定長 31,488'、oイ ト

タ'ウ ンロード ・フγイル 23,915バ イト 圧縮率 76%

CIIメ ッ セ ー ジ 14,809ハ'朴 圧縮率 47%

実 験No,3 受発注

処理時間 オリジナル固定長 1分33秒

CIIメ ッ セ ー ジ 1分54秒 短縮率 122%

データ圧縮 オ リジナル固定長 18,944」 、'イト

ダ ウンロード ・フ7イル 14,404バ イト 圧縮率 76%

CIIメ ッセ ー ジ 18,574バ イト 圧縮率 98%

〔処理時間〕 オ リジナル 固定長

オ リジナル固定長 の処理時間 はそ のフ ァイルをJCA手 順2400bpsで 送信 した とき

にかか るであろ うと予測 され る時間で、それぞれ の実験 のCIIの 通信時 間を基 に算

出 した推定値 である。

〔処 理時間〕CIIメ ッセ ージ

CIIメ ッセ ージの処 理時間は、前後処理 、順逆処理、通信時間の総和 である。

通信時間 は回線状態 に よって変動 し、 またホス トか らパ ソコンへの ダウン ロー ド

時間、抽 出処理時間を考慮 していないたあ厳密 ではな く一つ の参考値 であ る。

・ 請求金額、支払金額 は符号付 き数値 のため文字 として変換処理 してい ることは
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す でに述べ たが、 これを数値 と して扱 った場合、 明細 レコー ド1行 につ き8バ イ

ト程度圧縮可能で あ り、概 算すればCIIメ ッセージに変換す る場 合、全体 で は3

%程 度 さ らに圧縮可能 と推定 され る。

・ 請求 と支払 ではデ ータ圧縮 効果が認 め られ るが、その値 は大 き く異な る。請求

と支払 の固定長 メ ッセ ージは 同一 のフ ォーマ ッ トに もかかわ らず これだけの差異

が発生す るのは、1メ ヅセージ中 の明細行数 の差 である。

す なわ ち、1メ ッセ ージ中に 明細行 が少 ない と固定長 メ ッセ ージフ ァイル 内の

メ ッセージ トレーラが相対的に増 えるが、 これ らは100バ イ トない し200バ イ トの

無駄 なスペースが存在す る。

従 って、CIIメ ッセ ージに変 換 した場 合無駄なスペースの除去 が行 わ れ 大 きな

圧縮効果 がでた もの と考 える。

・ 受発注 では逆 に圧縮効果が見 られ ないが、定性 的には以下の ように考 え られ る。

す なわ ち、固定長 メ ッセージで各 デー タエ リアが無駄な く使用 された場合 は、

CIIメ ヅセージに変換す るとデ ータタグ、 レングスタグ、その他拡 張 子、 指示 子

等が付与 され るためか え って メ ッセー ジサイズが増加す る場合 がある。

従 って、デ ータ圧縮効果 はデー タ項 目中の無駄 なスペースの除去 とタグの付与

との トレー ドオ フに よ り決定 され、今回の受発注 データは無駄 と付与 のバ ランス

が拮抗 していたためにデ ータ圧縮効 果がでなか った と考 え られ る。

以上 の点につ いては今後 の実験 と詳細 な分析 で明 らかに したい。

5.3.2.8ま と め

・ 受発注、請求、支払デ ータを用いたCII接 続実験はデータの完全 な復 元性 が得 ら

れ、実験 は成功 した。

・ 現時点 で特 に変換、通 信上の重大な問題点はない。

・ 本実験 に使用 した菓子VAN固 定長 メ ッセージでは明細行 の少 ない デ ー タほ ど大

きなデータ圧縮効果が得 られ る ことや無駄 なスペ ースが少ないデ ータはデ ータ圧縮

効果 が少 ない ことな ど、実際 の生デ ータに よ り確認で きた。

・ 今 回は全 データを変換対象 に したが、本来伝送制御情報(コ ン トロール レコー ド

等)は 変換対象 とすべ きではな く、今後 のCII標 準 メ ッセージ開発 では この点 を含

みデー タ項 目の絞 り込 み と十分 な検討 が必要 であ る。

以上 、実験途 中ではあ るが実在 デー タを用 いCIIシ ンタ ックスルールの有効 性 を確
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認で きた。

5.3.3Cll-UN/EDIFACT相 互 コンバージ ョン

5.3.3.1必 要 性

わが国の国 内のEDIに ついては、CIIシ ンタ ックスルール をベース と した標 準 化 が

進 みつつあ る。CIIシ ンタ ックスル ールをベース とした業界標準全体 の総称 を、CII標

準 と呼 ぶ。 一 方 、 わ が 国に お いて も国 際貿 易 な どに 伴 う国 際EDIに つ い て は 、

EDIFACTシ ンタ ックスル ールをベース とした国際標 準を用 いる ことと してい る。

この よ うに、わが 国では2つ のシンタ ックスルールを使 い分 ける形 のEDI標 準化 を

進 め よ うと してい る。2つ の標準を使 うのは、効率上 の問題 があるとい う意見 もある。

しか し現実 の問題 と して、国 内取引 と国際取 引では業務処理形態 も使用帳票(情 報)

もか な り違 って お り、 それ ぞ れ の業務 に対 す る最 適化 の結 果 と して 、CII標 準 と

EDIFACT標 準の使 い分けが実現 してい る。

EDIFACT標 準で国 内取引 のEDIを 実施す ることは、様 々な理 由で(こ こで は、 そ

の理 由に触れ る ことは避 け る)現 状 では無理 であるが、将 来、EDIFACTシ ンタ ック

スル ールの一部機能変 更 と大 幅な運用変更が実施 され る と仮定すれ ば、 国内取 引に使

え るとい うこ ともで きる。 そ の時 には 、CIIシ ンタ ヅクス ル ール とEDIFACTシ ン

タ ックスル ール が混用 され る可能性 もあ り、相互 コンバー ジ ョンの必要性 が生 じる。

本調査 分析 では、そ の事態 に備 えるもので ある。

5.3.3.2相 互 コンバー ジ ョンの前提

(1)標 準 メ ッセージ

シンタ ックスル ール に よるジ ェネ リックな メ ッセー ジを前提 とす るEDIで は、標

準 メ ヅセ ージの存在 が重要 である。CIIシ ンタ ックスル ール とEDIFACTシ ンタ ッ

クスルールを混用す る場合 で も、標準 メ ッセ ージは同一 の ものを使 うことになる。

例 えば、電 子機 器業界 では、EIAJ標 準で定 め られ ている標 準 メ ヅセー ジを使 うこと

になろ う。 したが って相互 の コンバ ージ ョンとはいって も、標準 メ ッセー ジの変換

はあ り得 ない こ とになる。

(2)シ ンタ ックスル ール の変換

ここでい う変換 とは、標準 メッセージの内容 をいさ さか も変 える ことな く、シ ン

タ ヅクスル ールだ けを変え る ことを意味す る。
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しか しCIIシ ンタ ックスル ール とEDIFACTシ ンタ ックスル ールでは 、機能 に違

いが あ る。例 えば、CIIシ ンタ ックスル ール で は漢字 の使 用 が 可能 で あ るが 、

EDIFACTシ ンタ ックスルールでは使 用 で きな い。 両者 の機 能 が 同一 で はな いの

で、変換不能の状況が発 生す る可能性 がある。

そ こで、今回 の検討で は、相互変換 の対象 に漢字を含 めない ことに した。将来、

EDIFACTシ ンタ ックスルールで漢字 のサ ポー トが実現 した時、再度相互変 換 の問

題 を検討す る こと とす る。

5.3.3.32つ の相互 コンバージ ョン方 式

CIIシ ンタ ックスル ール とEDIFACTシ ンタ ヅクスル ール の相互変 換 に は、2つ の

方式が存在す る。直接変換 と間接変換で ある。

(1)直 接変 換

CIIシ ンタ ックスル ール とEDIFACTシ ンタ ックスル ール は、 と もに デ ー タエ レ

メン トを メ ッセ ージ単位(帳 票 に相当す る)に 編集す るル ールであ る。 その対応は、

以下 の ようにな ってい る。

CIIシ ン タ ックスル ー ル EDIFACTシ ン タ ッ クスル ー ル
・

デ ー タエ レメ ン ト デ ー タエ レメ ン ト

無 し データセグメ ン ト

メ ッセ ー ジ メ ッセ ー ジ

メ ッセ ー ジグ ル ー プ メ ッセ ー ジ グル ー プ

そ こで、デ ータエ レメン トの生成(削 除)の 問題を解決 し、それぞれの表現ル ー

ルの違いを変 換す れば、相互変 換が実現で きる。例 えば、 デー タエ レメン トの変換

は、以下 の ようにな る。
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CIIシ ン タ ックス ル ール

/
ア ー

TL デ ー タ

＼ セグメ

注)T:デ ー タ タ グ,

EDIFACTシ ンタックスルール

データの切れ 目を表す

セグメ ン ト生成削除に関係

L:レ ングスタグ

デ ー タ S

＼ /

除に関係7

S:セ パ レー ター

図5-11直 接変換

(2)間 接変 換

CIIシ ンタ ックスル ール、EDIFACTシ ンタ ックスル ール ともに、EDIに よるデ ー

タ伝送 を行 う時 の規格 であ り、ユ ーザ ーの システ ム内で は ロー カル形 式(プ ライ

ベ ー ト・フ ォーマ ッ ト)に して、各種 の業務 を実施す る。 この ローカル形式 との間

の変換 は、 トラ ンス レーターと呼ばれ る共通 ツール で実施 され る。

ローカル形式 は、 固定 フ ォーマ ヅ トであ りさえすれ ば どんな形 式で も よい。そ こ

でCIIシ ンタ ックスル ール とEDIFACTシ ンタ ックスルール との相互変 換 の た め の

ロー カルエ リアを設定 し、 これ と トラン レーターとの組み合わせ に よ り、相 互変換

が実現 で きる。 こ こで相互変換のための ローカル エ リア とは、業界標 準 メ ッセ ージ

その ものであ る。

業界標 準 メ ッセージは、 リニアな固定 フ ォーマ ッ トで記述 され てい る(図5-12

の例 を参照)。 この固定 フォーマ ッ トを中間形式 と して、相互変換が可能 である。

CII標 準 〈 〉 CIIト ラ

ンス レー タ

〈 〉 中間固定 フォーマ ッ ト

(標準 メッセー ジ)

∈ 〉 EDIFACT

}ランスレ一夕

<) EDIFACT

標 準

図5-12間 接変換

5.3.3.4直 接 変換 と間接変換 の得失

(1)直 接変 換

直接変 換の特徴 は、 シンタ ックスル ールの要 素 単位 に変 換す るの で 、標 準 メ ヅ

セ ージの影 響を受 けない ことである。 したが って、いかなる標準 メ ッセー ジを表 現

してい るメ ヅセー ジで も、ひ とつの コンバ ータで変換処理 が可能で あ る(汎 用 的で
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注 文 情 報 メ ッ セ ー ジ

フ ォ ー マ ッ トNo

機 関 名 サブ機関名 情報区分コード 版

EIAJ 01 ※ 1C

項酬o 項 目 名 必 キ ー CD 項 目 内 容 属性(桁 数) 繰返数

001 デ ー タ処 理No ● 受信者での受信データの処理順序を表す番号。受信者は受信データを
この番号の昇順に処理するため、採番方法は本書のデータレコードの

作成方法に従うこと。

9(5)

002 情報 区分 コー ド

※

● * 情報 の種 類 を示 す コー ド(内 示 注文 情 報 二〇501、 確 定 注文 情 報=0502、

変 更 注文 情 報=0503、 注 文 取 消情 報 二〇504、 注 文 打切 情 報=0505)。

X(4)

003 デー タ作 成 日 デー タ を作 成 した 日付 。 9(6)

004 発 注者 コー ド ● ☆ * 注文を行う企業(6桁)及 びその工場 ・事業所 ・事業部門等(6桁)
を表すコー ドで統一企業コー ドにより示す。

X(12)

005 受 注 者 コー ド ● * 注文を受ける企業(6桁)及 びその営業所 ・事業所 ・部門等(6桁)
を表すコードで統一企業コードにより示す。

X(12)

006 発 注部 門 コー ド 原価の責任部門又は納入部門を示す発注者部門コー ド。 X(8)

007 注文 番号 ● ☆ 発注者が注文情報に付与 した管理番号。一意性を持たせる。 X(23)

008 製造 番号 発注品の原価管理等に結び付 く製造管理番号。 X(19)

009 訂 正 コー ド ● * 情 報 の 新規 ・変 更 ・取 消 を示す コー ド。 X(D

010 コ ッ ク区分 * 通 常 品 か コ ック品 か を示 す コ ー ド。 X(1)

011 注文年月日 ● 注文を行った日付。 9(6)

012 単 位 ● * 数量を表す基準を示すコー ド。 X(3)

013 単 価 ● 製品1単 位あたりの価格。 9(10)V(3)

014 単 価 区 分 ● * 単価が確定単価か単価未定かを示すコード。 X(1)

015 注 文 数 量 ● 受注者に対する発注数量。 9(9)V(3)

016 注文 金額 ● 単価×注文数量。 9(10)

017 支 給 区 分 * 受注者に対する支給品の有無及び支給形態を示すコード。 X(1)

018 購 買 担 当 購 入(発 注)担 当 バ イ ヤ ー を示 す コー ド。 X(7)

019 材 質 ・規 格 ・寸法 材質 ・規格 ・寸法等を表す。 X(20)

020 仕様書有無 * 図面 ・仕様書等の有無を示すコー ド。 X(1)

021 版 数 図面 ・仕様書等の作成 ・変更回数を表す。品名 ・品名コードと共に発

注品の内容を特定する。
X(3)

022 品名(品名仕様) 一般的製品名称
。 X(30)

023 受 注 者品 名 コー
ド

受注者が採香 した製品の管理番号。 X(25)

024 発注者品名コー
ド

● 発注者が採番した発注品の管理番号。 X(25)

025 図面 ・仕様書枚
数

発注者が受注者に提示する図面 ・仕様書等の枚数又は部数を表す。 9(2)

026 荷姿(包 装単位) 1パ ッケージ当たりの梱包数量並びに梱包方法を示すコー ド。 X(7)

027 直納 区分 * 通常品か直納品かを示すコー ド。 X(1)

028 受渡 場所 ● 納入場所を示すコード。 X(8)

029 検 査 区 分 検 査 方 法 を示 す コー ド(全 点 、 抜 き取 り、委 任 検査 な ど)。 X(3)

030 納入指示有無区

分

* 納入指示情報が発行されるか否かを示すコード。 X(1)

031 納 期 ● 発注者が受注者に提示する納入期日。 9(6)
31

032 納入指示数量 納期毎の数量。 9(9)V(3)

図5-13業 界 標 準 メ ッセ ー ジ例
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項目No 項 目 名 必 キ ー CD 項 目 内 容 属性(桁 数) 繰返数

034 納 入NQ 納入毎の納入データを特定する為に、発注者又は受注者が採香した管

理番号。
X(8)

31

055 自由使用欄 他の項目では表すことが出来ない各社独自の情報を入力するフリース
ペース。

X(100)

056 備 考 参考 情 報 を入力 す る フ リー スペ ー ス。 X(30)

057 消費税区分 * 消費税込みか消費税抜きかを示すコード。 X(1)

059 課税 区分 * 消費税法上、課税 ・非課税 ・免税 ・課税対象外のいずれであるかを示
すコー ド。

X(D

060 消費 税額 当該注文品について、消費税法で定められた基準により算定された消

費税額。
9(10)

061 合 計 額 消費税区分が税込みの時は注文金額、税抜きの時は注文金額+消 費税

額。
9(10)

082 決済条件区分 ▲ * 代金の決済方法を示すコー ド。 X(D

151
べAw、

・ 、',"〉 ・,ン^㌦ .、

商社経由の取引において、商社に対する元発注者の名称あるいはコー
ド。商社と受注者間で必要となった場合に使用する。

X(20)

152

〉 イ 〈「 〈^'〉'ヒvソ 〉

ζ

・・,は ぶ 難燃雛'シ ぷ 争

納入先住所の郵便番号(○ ○〇一〇〇)。 この項目は、項目NoO28(受
渡場所)で 表すことが出来ない場合に使用する。

X(6)

]53

wAA

納難 麟 織 ・
`'・ ÷

灘 醜○,難風

納入先の住所。都道府県名、市区郡名、区町村名、番地の順 とし間に
スペースを1桁 以上設ける。この項目は、項目Nα028(受渡場所)で 表
すことが出来ない場合に使用する。

X(100)

154 績亮簸購
ば ぺ'

労 ざ'㌶:∵

納入先名称及び宛名。法人名、所属、氏名の順とし間にスペースを1
桁以上設ける。この項目は、項目Nα028(受渡場所)で 表すことができ

ない場合に使用する。

X(100)

155

"彰 ㌔

、

'、.繰 さ調,

商社経由の取引において、商社に対する元発注者が付与した発注品の
品名。商社と受注者間で必要となった場合に使用する。

X(30)』

156

、PA

s

・P・ジ …'×'ツ ぶ 鮭

商社経由の取引において、商社に対する元発注者が採番した発注品の

管理番号。商社 と受注者間で必要となった場合に使用する。
X(25)

157
鰺 ゾ 当冤

,

,ぐ,κ ウW・'

商社経由の取引において、商社に対する元発注者が注文情報に付与 し

た管理番号。商社 と受注者間で必要となった場合に使用する。
X(23)

158
ノ'、 ×

・迭 瓢 ぶ
、s就 〉、.、∨P

商社経由の取引において、商社に対する元発注者が商社に指定した発
注品を製造するメーカー名。

X(20)

(注)繰 返数の設定されている項目は、次の方法で反復単位を作成すること。 桁 数 合 計

(反復単位については、「3,7マ ルチ明細」を参照のこと)
L553

・「031納 期 」 「032納 入 指 示 数 量
」「033納 入Na」 の3項 目が1反 復 単位 を構 成 し、最 大31回 線 返 す こ とが で き る。

図5-13業 界標 準 メ ッセージ例(続 き)

あ る)。

しか し、直接変換 では標準 メ ッセージの影響 は受け ない ものの、EDIFACTシ ン

タ ックスル ール のデータセグ メン トの影響は強 く受 ける。 しか も、 このデータセグ

メン トの変更がか な り頻繁 に実施 され るため、問題 の発生源 にな りうる。

さ らに、直接変換 では、デー タセ グメン トの発生 削除 ロジ ックが複雑 になる問題

もある。複雑 な うえにデー タセ グメン トの運用上 の規格 の変 更が頻繁にあ るため、

この部分 の運用 コス トが高価 にな る欠点 がある。
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(2)間 接変換

間接変換 の特徴 は、丁度、直接変換 の逆 に な る。最 大 の特徴 は、 トラ ンス レー

ター(こ れ は既 に市販 され ている)の 組 み合 わせだけで変換系 を組 め るため、開発

費 が安価 な ことである。 また、既 に実績 のあ る ソフ トウ ェアの組 み合わせで構成 で

きるため、最初か ら信頼性 の高 い変換 系が実現で きる。

一方欠点 は以下 となる
。 間接変換 では、標 準 メ ッセージ単位 に変換 が必要 にな る。

とい って も、 システ ムが複数必要 にな るのではな く、変換に必要 な変 換テ ーブルが

標 準 メ ヅセー ジの数だ けい るとい う意 味で ある。 また、標準 メ ッセ ージ変 更の影響

を、直接受 け る。直接変換 では、変換 テ ーブル も1つ で よく、標 準 メ ッセージ変更

については影響を受 けない。

尚、デ ータセグメン ト変 更の影響 につ いて は直接変換 と同等で あるが、間接変換

の方が対応が簡単であ り、標 準 メ ッセ ージ変更 に対す る対応 も通常容易 である。例

えば、通常 の トランス レーターには、 この機能 が付加 され ている。

5.3.3.5間 接変換 によるコンバー タの構築

様 々な状況 を考慮 した結果、間接変換 に よるCII-EDIFACT相 互 コンバ ータの実現

が妥 当である とい う結論 にな った。 この コンバ ーターのイ メージは図3-10の よ うに

な る。

CII

メ ッ セー ジ

CIEDIFACT

トラ ンス レー ター トラ ンス レー ター

EDIFACT

メ ッセ ー ジ

図5-14CII-EDIFACT相 互 コ ンバ ー タ ー
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5.3.3.6実 現上の課題 な ど

(1)ニ ーズな ど

現状では、UNSM(国 連標準 メ ッセー ジ)の 開発 の遅 れか ら、貿 易等 に伴 う国

際EDIの 普及 が遅 れてお り、その影響 もあって、EDIFACTそ のもの の ニー ズが 乏

しい状態に ある。 そのため、国内EDIへ のEDIFACTの 活用等 につ いては机 上 の構

想だけで現実 の システ ム構築 の予定がな く、CII-EDIFACT相 互 コンバ ータの出番

につ いて も見込 みがたたない。

今一度、 国内でのEDIFACT活 用の利 点 につ いて検 討す る必 要 が あ りそ うで あ

る。国 内でEDIFACTを 利用 す るケース として、海外企業 の 日本支店 の取 引が ある。

なぜEDIFACTを 利用す るのか と言えば、本 国で使 って い る とい う理 由 以外 に な

い。 しか し、極 めて安価 にかつ容易にCIIシ ンタ ヅクスル ール を使 える状況 にな れ

ば、本当にEDIFACTを 利用す るのか(本 当に安価にな るか)疑 問であ る。

た とえEDIFACTを 利用す るとして も、本国 と同一 の標 準 メ ヅセージを使 え るわ

けではない こ とに も、留意す る必要 があ る。

(2)漢 字 の問題

漢字 について は、EDIFACTシ ンタ ックスルールの機能上 の問題か ら、 検 討対 象

外 と した。CIIシ ンタ ヅクスルールか らEDIFACTシ ンタ ックスル ールへ 変 換 す る

時、漢字項 目は 削除す る。

しか し、わが国 の実際 のEDIで は、漢字項 目の導入が不可欠 にな って きてい る。

例 えば業 際EDIで は、住所や名前が カタカナ標 記で あると間違 いが起 こ りやす く、

漢字標記 が不可欠 とされ てい る。 しか しEDIFACTシ ンタ ックスル ールは、 もと も

と国際貿 易に伴 う国際EDIに 設計 されたために、漢字項 目の導 入は難 しい うえに 、

もともと不要な機能 である。そ して、漢字項 目は国際的に見れ ば ローカル な問題 で

あ り、EDIFACTシ ンタ ックスル ールに漢字項 目の機能 を追加 して複雑 にす る のが

得策 なのか ど うか、 なか なか難 しい問題 であ る。

(3)EDIFACTへ のマ ヅピング問題

実 用 シ ステ ムを構 築 し運 用 す る た め に 、 わ が 国 の 業 界 標 準 メ ッセ ー ジを

EDIFACTヘ マ ッピングしなけれ ばな らない。 このマ ッピングにつ いては 、2つ の

方法 があ る。1つ は、 国連 の標準 メ ッセ ージ(純 正の国際標準 と言われ てい る)を

ベ ースにす る方法 と、わ が国独 自のEDIFACT規 格を作 る方法 である。

EDIFACT活 用 の理 由を、 国際標準の導入に求め るものであれ ば、当然 、 国連 の
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標準 メ ッセ ージをベースに しなけれ ばな らない。 しか し、 国連 の標準 メ ッセージは

開発が遅 れている うえに、 しば しば変 更 され る。 ヨー ロ ッパ の 自動車業界な どでは、

自業界 内での国連 の標準 メ ッセ ージの導入を見送 り、代わ りに専用 の標準 メ ッセー

ジ(す なわ ち、 ローカル ・メ ッセ ージであ る)を 導入 している。 そ こで、わが国で

も専用の メ ッセー ジを導 入す る方法 が ある。 この方法 であれ ば、わ が国の業界標準

メッセージのEDIFACTへ のマ ヅピング問題は一挙 に解 決す る。但 し、 このマ ッ ピ

ングは国 内で しか通用 しない。そ うす ると、何 のためにEDIFACTを 導入す るのか

とい う矛盾が生 じる。

わが国の電子機器業界 では、欧米の電 子機器業界 と共 同で、 国際電子機器業界標

準 メ ッセ ージを構築 しよ うと してい る。 この標準 メ ッセ ー ジは 、 国連 の標 準 メ ッ

セージをベ ースに してはい るものの、国連での度重 なる変 更には対応 しないで、特

定 バージ ョンの標準 メ ッセージをベ ースに して凍 結 す る こ とに な って い る。 した

が って、そ う遠 くない時期に国連の標準 メ ヅセージ とは くい違 うよ うにな る。 国連

の標準 メ ッセージは毎年 、少 な くとも2年 に1回 は変 更 されてい るか らである。現

在 で も、 国連 の事務局 に は、 チ ェンジ ・リクエス トが山の ように きてい る。

しか し現段階では、わが 国の業界標準 メ ッセージを、国際電 子機 器業界標 準 メ ッ

セージの ような国際業 界標準 メ ッセージにマ ヅピングす るのが妥 当だ と考え られ る。

国連 の標準 メ ッセージよ りも国際業界標準 メ ッセー ジの方が、実用性が高いか らで

ある。電子機器業界以外 では、国際民間航空運送協会(IATA)、 国際為替交 換連 合

(SWIFT)お よび自動車業界(ODETE、AIAG連 合)な どが 国際 業界 標準 メ ッ

セージの開発 を企画 しい る。

(4)実 用 システ ムの構築

応用上の問題 が多 いのに比べて、変 換 システム自体 の構築 は容 易であ る。特に、

間接方式 は技術上 の問題 がほ とん どない うえに、最近 のハ ー ドウェアの処理速度 が

極めて早いため、実稼働 時の問題 も基本的にない。

5.4実 験結果 と課題

5.4.1実 験結果 と課題

今年度(平 成4年 度)は 、物 流業 際EDIの なか で も っと も基 本 的 な 、 「輸 送 依頼 」 の

EDI化 について運用実験を行 った。輸送依頼 は、製品購入の発注に相 当す る物流業 際EDI

の入 口で ある。但 し、発注 の前段 階に見積 も りがある ように、輸送依頼 の前段 階に も照会
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や予約 があ り、 そ して、最後 は決済 で完了す る。 したが って、輸送依頼 は物流業際EDI全

体 の一部 であ り、今後 物流業際EDIの 対象 を拡大 していかなければな らない。

(1)CIIシ ンタ ックスルールの物流業 際EDIへ の適合性

今年度 の運用実験 は、そ のベ ースを確立 す ることが最大 の 目的であ り、CIIシ ンタ ッ

クスル ール の対応能 力 のチ ェックは、重要項 目であ る。

製造業界(電 子機器業界)と 流通業界(菓 子業 界)で 行われた運用実験 では、CIIシ ン

タ ヅクスル ールの適 合性について特に大 きな問題 もな く、十 分実用 に耐 える ことが実証

された。

一方
、産業情 報化 推進 セ ンターで実施 したCII-UN/EDIFACTコ ン7〈一一ジ ョンの検討

で も、標 準 メ ッセー ジの互換性 が あれば コンバ ージ ョン可能 である ことが確認 された。

流通業界ではUN/EDIFACTと の互換性を保つ方策について も検討 が行われ、可能 であ

ることが実証 され てい るので、 これ と合わせ て、CII-UN/EDIFACT相 互 コン・ミージ ョ

ンが可能な こ とが実証 された ことにな る。

以上の結果 か ら、物流業 際EDIの ベース と してCIIシ ンタ ヅクスル ールを導 入す る こ

とは妥 当であ り、将来 のUN/EDIFACTと の混用に よる国際化 に対 して も問題 ない こ と

が明確 にな った。

(2)物 流業 際EDI導 入 の効果

今年度 の運用 実験 では、輸送依頼だけをEDI化 しただ けであ り、極端 な言 い方をすれ

ば、単 に帳票 を電子 データに置 き換 えただけ とも言 える。 この程度 の変 更では、大 きな

効果 を期待す る方が無理 であるが、予想 よ りは大 きな効果が発生 してい る。その多 くは、

処理時 間の短縮 とい うよ りは伝達時間 の短縮 であ り、時間短縮 効果 が各方面 へ波及 して

いる よ うだ。 そ して、受発注 システム と連動 していれば、輸送 業者 の受取 る情報 の精度

が上 が り、結果 と して輸送効率 の向上に寄与す る可能性 が あることも明 らかにな った。

逆 に受発注 シス テム と連動 していない と、大幅 に効果 が減 少す ることもは っき りした。

(3)VAN間 接続 の確立

今年度 の運用 実験 で も時間短縮 に よる効果 が もっとも大 きい ことが判明 してい るが、

この効果 を享受 す るた めには、時 間短縮が可能 なシステ ム体系をEDIに 用 いる必要が あ

る。最新 のEDIで は、VANのEDIサ ー ビスを活用す るのが普通であ り、VAN間 接続 も

珍 しくな くな ってい る。

フ ァイル転送 を基本 テ クノ ロジー とす る現在 のEDIサ ー ビスで は、VAN間 接続 を活

用す る とVAN通 過 の時間(デ ィ レイ時間)が 増加 し、EDIに よる時間短縮 効果に水を差
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す可能性 がある。電子機器業 界では、早 くか らこの問題 に取 り組 んで電子機器業 界共通

ル ールを策定 し、VAN間 接続 の実績 を積 み上 げ て きて いた が 、今 回 の運 用 実験 に も

ベ ース と して採用 された。

その結果 、特に問題 もな く2時 間以 内の伝達時間が達成 され、物流業際EDIに も十 分

使用可能な ことが明確 にな った。産業情報化推進 セ ンターでは、 この電子機器業界 で構

築 されたVAN間 接続 ル ール を さ らに一 般 化 し、CII-EDIサ ー ビス(CII標 準 に よる

EDIサ ー ビスの総称)の 基本 ベ ース として取込む検討を別途行 っている。

(4)「 輸送依頼」以外へ の展開

今年度 は、初年度 とい うこ ともあ り、輸送依頼 に限定 して運用実験 を行 ったが、今後

は輸送 の予約、 ステータス照会 、運賃支払 いな ど物流業 際EDIの 対 象を拡大 しなけれ ば

な らない。

また、複数 の輸送業者 をつ ないで輸送 す る際に必要 とな る輸送業者 間 の継送 について

もEDIの 対象 とす る必要 があ る。 この継送 に係わ るEDIは 物流業際EDIで はな く、物流

EDIで あるが、 このEDIと 輸送依頼や ステー タス照会 な どの物流業際EDIと は密 接 な関

係に あるため、早期の実現 が要望 され る。

(5)中 小業者への拡大

物流業際EDIは 、物流効率化 に対 して有効で あることがは っき りして きたが、今後 中

小業者 に も普及 させ てい く必要 があ り、大 きな課題 となる。

大手企業 では、今 回の運用実験 を参考 に、独力で物流業際EDIの 導入を進めてい くと

考 え られ る。今後 、物流業際EDIの 標準 メ ッセージは、次 々にパ イ ロッ トモデルの成 果

として発表 され る うえに 、CIIト ラ ンス レー タ ーの製 品化 やVAN事 業 者 のCII-EDI

サ ービス も充実す るか らであ る。 これ らの基本 ツールを組 合 わ せ る こ とで、物 流 業 際

EDIの 構 築は今後容 易になる。

しか し中小企業 では、基本 ツールだけ では物流業際EDIを 構築 で きない。構築上 の ノ

ウハ ウが ない ことと、肝心の社 内の システ ム化 が遅れ てい るか らである。 さらに、本業

以外 の情報処理に専任担当者 を配置す る余裕 がない。輸送業者 は、中小業 者が多いので、

この問題 の解決 が大 きな課題 となろ う。

(6)物 流効率化 の問題

現段 階では、物流業 際EDIの モデルを確立す る ことに主眼 があ り、確立 され た物流 業

際EDIを 駆使 して物流の効率化を達成す るまでには至 っていない。 ここ当分の間は、 物

流業 際EDIの 構築上 のノ ウハ ウを蓄積す ることや物流業際EDIの 性 質を把握す る ことに
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全力を尽 くす こ とに なる。

しか し、われわれ の最終 目的 は物流業 際EDIで はな く、物流 の効率化の達成 にある。

したが って、 いずれ の 日にか物流 の効率化 を達成す るために、確立 された物 流業際EDI

を駆使す る方策 を検討 しなけれ ばならない。 このプ ロジ ェク トは、その ような、将来 の

大 きな可能性 を秘 めた開発 である。

5.4.2来 年度の実行計画

来年度 は、 トー タルな物流業 際EDIの 確立 を 目標に、各方面の拡大 を図る。

(1)1対1か らn対nへ

今年度 は、1対1形 態 の物流業 際EDIを 開発 した。来年度は、物流業際EDIの 一般 形

であるn対nの 物流業 際EDIを 開発 しなければな らない。

(2)対 象範 囲の拡大

今年度 は、輸送依頼業務(輸 送依頼情報)に 限定 したが、 この対象業務 を拡 大す る必

要 がある。

(3)対 象業種 の拡大

今年度 は、荷 主(メ ーカー)と 輸送業者が対象業種 で あったが、荷受人、商社 、倉庫

な ども加 える必要 が ある。

(4)標 準物流荷 札(バ ー コー ドラベルな ど)の 物理輸送 との連動

物理 的輸送 とEDIと の連動法を確立す る必要 がある。

(5)物 流EDIの 確立

効果的な物 流業際EDIを 構築す るために必要であ る。

(6)中 小企業対策

自身 では物 流業際EDIを 構築で きない中小企業に対す る対策を検討す る必要 があ る。

尚、平成5年 度 の通 商産業 省の プロジ ェク トで、『中小企業物流業 際EDIパ イ ロ ッ ト

モデルの調査研究 開発』 が別途企 画 されて いる。
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